
普及活動の成果                      様式6（左） 
 

課題名 ：意欲ある新規就農者の確保と育成     振興局名：県北振興局 

活動対象：新規就農者、新規就農希望者及び農業士  実施期間：平成２９年４月～平成３０年３月 

【対象の概要】   

 Ｈ２６年度～Ｈ３０年度新規就農者４６名（フォローアップ対象）、就農研修者１６名、就農相談者

４９名、県北地区青年農業者連絡協議会３２名、県北農業士会７５名 

【課題設定の背景】 

１ 新規就農者の確保と育成のために、関係機関が連携した就農候補者の早期把握と就農意欲喚起に 

 向けた取組が必要である。また、新規就農者に対しては農業経営安定のためのフォローアップが必 

要である。 

２ 農業後継者が減少する中、新規就農者等の青年農業者同士の連携と経営能力の向上を目指すため 

 に４Hクラブ活動が展開されている。 

３ 新規就農者と青年農業者の育成のために、地域のリーダーである農業士の役割が益々重要になっ 

 ている。 

【活動目標】 

 新規就農者４０名を確保し、各種支援により育成を図る。 

【関係機関との連携（活動体制・役割分担）】 

 各市町（就農支援制度窓口）、各農業委員会（農地関係窓口）、各農協（技術指導、販売）及び県

（技術指導、連絡調整）で構成する県北地域就農支援センターを核として活動を展開した。県北振興局

内では担い手担当、各専門担当及び各４Ｈクラブ担当で普及活動を実施した。 

【活動経過】 

１ 県北地域就農支援センター活動 

（１）連携会議を２８回（全体2回、地区別２６回）開催 

（２）関係機関での就農相談及びお盆・年末年始の相談会 

   （相談者４８名、計１０６回） 

（３）新規就農者の把握及び新規就農者フォローアップ活動の実施 

（４）認定新規就農者に対する面談および青年等就農計画作成支援 

（５）新規就農を目指す研修生への支援 

（６）就農候補者リストの作成 

２ 農業高校生・農業大学生を対象とした就農意欲喚起 

（１）農業高校生等を対象とした県北地区就農促進研修会の開催 

（２）農大学生募集、農大生の家庭訪問、農家等留学研修支援 

３ 青年農業者活動支援 

 組織運営、プロジェクト課題解決活動、発表大会及び各種研修会 

開催等支援 

４ 農業士活動支援 

 組織運営、各種研修会、各地区別研修会開催、研修生受入支援 

 

 

 

 

                                         



様式6（右） 

【普及活動の成果】 
１ 県北地域就農支援センター活動 
（１）関係機関と連携を図り、新規自営就農者４１名を把握した（表１）。 
（２）就農希望者４８名に対して合計１０６回の就農相談を行い、うち２９名は就農、雇用就農又は就 
  農に向けた研修実施見込みである（表２）。 
（３）就農候補者（将来就農するかもしれない者）５５名をリストアップした。このうち６名は新規就

農したことが確認でき、新規就農者の事前把握につながった（表3）。 
（４）平成２５年度から２９年度の新規就農者のうち、特に支援が必要なフォローアップ対象者４６名

に対して合計５８１回のフォローアップを実施した。 
２ 高校との連携 
  県北地区就農促進研修会に高校生８名の参加があり、「農業に対して興味がわいた」、「将来農業 
をやってみたい」等の意見があり、参加者の農業に対する理解促進につながった。今年度参加者１名 
と昨年度参加者１名が農大へ進学、昨年度参加者の１名が農業法人への就職、１名が農業関連企業へ 
の就職へと繋がった。 

３ 青年農業者活動支援 
   各青年農業者組織のプロジェクト活動等の企画立案から運営、実績取りまとめを支援することがで
 きた。 
４ 農業士活動支援 
  就農促進研修会３名、農家等派遣研修でのべ１４名、新規就農候補者の研修４名、農業就業体験１
 名の農業士に研修受入を行っていただいた。各研修会支援を行い、農業士同士の連携と個々の資質向
 上が図られた。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対象の声】 
１ 青年農業者 
  プロジェクト活動、資料作成等に対して助言指導を受けている。 

２ 農業士 

  農業士の活動を通し、様々な事を勉強することができている。今後も引き続き情報提供等をお願 

 いしたい。研修会等の参加は会員同士でも参加を呼びかけていく必要性を感じている。 

【今後の課題】 

 新規就農者の確保と育成のために、産地と関係機関との連携強化が必要である。 

【成果の活用及び普及活動上の留意点】 

 就農候補者リスト作成と関係機関との情報共有は新規就農者を把握する手法として有効である。 

【発表･参考資料】  

 特になし 

表３　就農候補者一覧
佐世保市 平戸市 松浦市 小値賀町 佐々町 合計

9 22 18 4 2 55
うちH29新規就農 1 4 1 6

区　　分
就農候補者数

表２　平成２９年度就農相談一覧

就農又は就農予定 雇用就農 研修開始 農大受験
佐世保市 28 51 4 0 2 5
平戸市 9 21 2 1 3 0
松浦市 9 17 2 0 1 2
小値賀町 1 1 0 0 1 0
佐々町 2 17 0 0 2 0

合計 49 107 8 1 9 7

相談者数 相談回数
相談対応後の状況

表１　品目別新規就農者数

うち受入団体1)

佐世保市 2 8 3 1 4 18 3
平戸市 2 2 5 9 1
松浦市 3 2 3 8
小値賀町 1 3 4 2
佐々町 1 1 2
合　　計 2 9 8 3 1 14 3 1 41 6
１）受入団体における研修後就農した者

養鶏 茶 合計路地野菜 施設野菜 果樹類 花卉・花木 酪農 肉用牛


